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今年度の取組と自己評価 

 

1 教育課程の実践に向けて 

(１) 教育目標 

人権尊重の精神を基本として、心身ともに健康で、知性と感性溢れる人間性豊かな生徒を育成し、

グローバル社会で活躍できる人材育成を目指し、次の教育目標を設定する。 

      ○深く考え自ら学ぶ生徒   (知) 

      ◎思いやりのある心豊かな生徒(徳) 【重点】自他にやさしく大切にする力 

      ○健康でねばり強い生徒   (体) 

 

  (２)教育目標を達成するための基本方針 

       ○「深く考え自ら学ぶ生徒」の育成 

       ◎「思いやりのある心豊かな生徒」の育成 

       ○「健康でねばり強い生徒」の育成 

      

 

【取組と評価】 

○「深く考え自ら学ぶ生徒」の育成 

・授業規律の確立を第一とし、主体的に学習に取り組む態度を養うとともに、個に応じた指導に

ついて工夫し行った。しかし、生徒一人一人の基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得に

はいたらなかった。全体的には、自ら進んで学ぶ生徒が多くみられるようになってきたが、あ

きらめている生徒がまだ複数いる。 

     ・身につけた知識及び技能を自ら活用し、課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力

等を育むための話し合い活動を多く取り入れ、共同的な学びを実践した。 

     ・単元や題材など内容のまとまりを見通しながら、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善を進めるとともに、授業はじめの復習の時間と授業終わりの振り返りの時間を設定

し、理解を深めた。さらに、小単元ごとの確認テストを実施することで、日常の学習状況の確

認を行い、深い学びにつなげた。 

     ・生徒・教師のＩＣＴ活用力の向上を図ることで、生徒の学習活動の幅を広げるとともに、生徒

の興味関心を引き出すことができた。ICT の活用は、かなり進んでいる。 

 

 ◎「思いやりのある心豊かな生徒」の育成 

     ・人権尊重の精神に基づき、全ての教育活動を通して、自他の生命尊重、多様な他者への思いや

りの心の育成を進めた。全学年の学年目標に「思いやり」の言葉を入れることに加え、生徒会

主導で『素敵なできごと BOX』を設置し、他者へのやさしさに関する投書を集め紙面発表す

る企画を実施するなど、日常から思いやりややさしさの意識を高めることができた。 



     ・道徳教育や体験活動、表現活動を通して、生徒の内面に根ざした道徳性を育成し、互いの人格

を尊重し、思いやりや豊かな心を育成した。特に、体育大会や合唱コンクール、宿泊行事や職

場体験では、他者への思いやりに加え、自己有用感や集団としての規範意識の醸成を進めるこ

とができた。 

     ・いじめ防止総合対策を進めるため、毎週行う学校いじめ対策委員会を中心として、いじめに対

する未然防止、早期発見、早期解決に取り組んだ。また、日常の生徒観察に力を入れ、生徒の

変化を素早く察知するよう努めた。 

     ・SNSに関わるトラブルが多く、生徒への啓発が急務である。 

 

    ○「健康でねばり強い生徒」の育成 

     ・保健体育や家庭科、総合学習の時間を中心に、心と身体の健康や生活環境に関心をもたせ、自

分だけでなく周りの健康についても考える機会をもった。また、保健委員会や養護教諭からの

健康安全に関する啓発を定期的に行った。 

・規律ある集団行動や様々な体験活動を通して、健康で安全な生活を送る大切さに加え、努力が

達成感につながることを意識させ、ねばり強く取り組む態度を育成した。 

 

２ 今年度の重点目標と方策   

50周年を迎え、先人たちの残した文化や歴史を継承するとともに、未来に向けて新たな一歩を踏 

み出し、グローバル社会で活躍できる人材の育成をめざしていく。 

○学校全体で思いを共有し、連続性を意識した学級・学年・分掌の経営を進める 

  ・学校生活のあらゆる場面で、生徒自身の自己肯定感と自己有用感の育成 

・各学年、各分掌で仲間意識をもち、協同した指導の実践 

  ・教育公務員としての意識を高め、危機管理の在り方や仕事の在り方の工夫改善 

  ・各教室や学校全体での環境整備や教育活動への雰囲気づくり 

○自他の生命尊重と多様な他者への思いやりの心を育成し規範意識の醸成を進める 

  ・自他に優しく、一人ひとりを大切にする生活指導の充実 

・いじめ対策委員会の定例化の下、全教員による共通理解といじめ撲滅の強い意識 

  ・SC面談や QU アンケート、ハートフル面談、SOSの出し方など定期的な心のケアの実施 

○生徒一人ひとりの基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させる方策を進める 

  ・生徒一人ひとりが授業や家庭学習へ意欲的に取り組むための環境づくり 

・学力調査等の結果分析及び、授業改善 

 ・Chromebook活用の実践や研修の実施  

 ・教師の専門性の向上と指導力の向上 

○生徒一人ひとりが自分の良さや可能性を認識できるよう自己肯定感・自己有用感を育む 

     ・行事や委員会活動・部活動等を通し、自らを鍛え他者との協力を体感できる環境づくり 

     ・自己を高め、その後の生活に生かせるような体験活動の実施 

     ・生徒一人ひとりの教育ニーズに応じた特別支援教育の充実 

     ・ポケットルームや不登校支援教員を活用した不登校生徒への積極的な対応 



【様々な視点からの評価】 

1 組織体としての学校の確立 

  ・毎週のいじめ対策委員会を教員全員で実施し、毎回、SCからのミニ講話を実施した。 

  ・各分掌等からの起案時期を早めに設定したことで、組織の一員としての意識を高めるととも

に、余裕のある準備ができた。また、会議のもち方の改善や会議時間の短縮を進めた。 

  ・各行事の反省を迅速に行い、反省点や変更点を確認した。また、次年度の実施要項案をすぐに 

作成し次年度の準備に着手した。各行事内容の改善点は多々あり、改善を進めていく。 

     ・各学年や各分掌において報告・連絡・相談を徹底し、一人で抱えることなく細やかかつ迅速な 

対応を協力して行ったが、仕事量に偏りがあった。 

 

2 学ぶ意欲と家庭学習の定着 

  ・授業中に誰もが理解し取り組める課題を必ず準備し生徒の学ぶ意欲の向上を図ったが、成果が

表れていないので、さらに工夫を進める。 

  ・小中一貫グループ３校による学力向上に向けての協議を学期に１回ずつ実施し、教科ごとに課 

題の検討を行った。 

  ・英語、数学による少人数授業の実施と、１年理科によるティームティーチング授業を実施し

た。また、大学生に授業ボランティアの協力を得て、一人ひとりへの細やかな対応を目指し

た。 

  ・小テストの実施や個に応じた課題設定を工夫し、家庭学習の定着を目指したが、定着まではで

きていない。さらに工夫を進める。 

 

3 Chromebookや ICTの活用 

  ・各教科において Chromebookの活用頻度を大幅に増やした。 

  ・日常的に Chromebookの持ち帰りを実施し、生徒個々の活用を進めた。 

  ・教員のさらなる活用を目指し、ICT 支援員によるミニ研修を実施した。 

  ・テスト採点ソフトを導入し、テスト処理対応の効率化を図った。 

 

4 互いを尊重しあえる心情の育成 

  ・開校 50周年を迎え、地域や先人たちの築いてきたことの重みを理解するとともに、これから

も地域を大切にし、仲間と協力することを強く意識させた。 

・いじめをゆるさない指導を徹底し、いじめ対策委員会を全教員で行うとともに、日々の生徒観

察と声掛けを実施した。 

  ・「命の大切さをともに考える日」を設定し、全学級で生命尊重をテーマとした道徳授業を実施す

るとともに、公開授業とした。 

  ・全学級で QU 法による分析を行い学級指導の検討や個々人の指導に役立てた。 

  ・生徒が「相談できる大人」を最低一人はつくることができるようにするため、自分が話したい 

先生とのハートフル面談を実施した。 

     ・生徒の私的な SNS利用ではモラルに欠ける場面が多くみられ、意識の改善が急務である。 



      

5 特別支援教育の推進 

 ・教育活動全般で個性を尊重し、思いやりをもって行動することを意識させた。 

・特別支援教育推進委員会を毎週開催し、情報共有だけでなく、支援方法の検討を行った。 

・巡回心理士や特別支援専門員との話し合いを深め、校内体制や指導の見直しを行った。 

・SSWやこども家庭支援センター、児童相談所と連携し、生徒や家庭の支援を行った。 

・特別支援学級の生徒と一般の生徒の交流の機会を増やした。 

・福祉体験を通して、ハンディのある方との接し方や体験活動を行った。 

 

6 生徒の自己肯定感・事故有用感の育成 

  ・学校生活のあらゆる場面で生徒自身の自己肯定感・自己有用感の育成を行った。特に、行事や

委員会活動、部活動では生徒の主体的な活動の場面を多く設定し、達成感や満足感、協力して

創り上げる喜びなどを会得できるようにした。 

・キャリアパスポートを活用し、定期的に自分の行動を振り返り、自分を高める機会とした。 

・学校内に週３日ポケットルームを開設し、登校しにくい生徒の居場所づくりを行った。当初は

参加することに重きを置いていたが、回を重ねるごとに自主的に学習姿勢がみられるようにな

ったことは大変良かった。 

 

7 郷土(地域)への取組 

 ・開校 50周年の意味を考え、地域や伝統について意識し活動する機会を増やした。 

・長期休業日を利用し、全学年で郷土に関する調べ学習を行った。 

・家庭科では郷土の食材について学び、調理実習に生かした。 

      

次年度に向けて 

 

○「深く考え自ら学ぶ生徒」の育成 

   教員による指導法の工夫改善、生徒自身による自主的な学びの実現。 

一人も取り残さないための個に寄り添った指導の工夫。 

 

  ◎「思いやりのある心豊かな生徒」の育成 

教育目標の重点に掲げているものである。 

自他にやさしく、多様な他者への思いやりの心の育成。 

 自己肯定感や自己有用感、達成感や協力して創り上げることの喜びの会得。 

 

この２点を最重要課題とし、生徒が喜んで登校し、教職員が生き生きと活動し、保護者・地域に愛 

される学校を目指す。 

 


